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3.4 尿の回収時、排液口を回収容器に接触させない。（ⅢA） 

3.5 尿の回収容器は患者ごとに使用し、ベットパンウォッシャーで一回ごとに洗浄する。

（ⅢA） 

3.6 閉塞したカテーテルは入れ替える。166, 167（ⅢA） 

3.7 採尿バッグは常に膀胱より下の高さに置く。166, 167（ⅢA） 

3.8 採尿バッグは床に直接接触しないようにする。（ⅢA） 

3.9 尿の検体採取の為に尐量の新鮮尿を必要とするときにはサンプリングポートを消毒し

た後、採取する。165（ⅢA） 

3.10 大量の尿を必要とするときは、採尿バッグの排液口から採取する方が良い。166, 167

（ⅢB） 

 

4 外尿道口の衛生管理 

4.1 外尿道口周囲を清潔に保つには洗浄のみ行い、消毒はしない。166（ⅢA） 

 

5 膀胱洗浄の適応と方法 

5.1 治療上必要な場合以外は膀胱洗浄を避ける。166, 167（ⅢA） 

5.2 洗浄が必要な場合は大容量の滅菌シリンジと滅菌生理食塩水を用い、無菌操作で

行う。166, 167（ⅢA） 

5.3 抗菌薬を用いた膀胱洗浄は行わない。177, 178（ⅠA） 

 

6 定期的細菌培養 

6.1 定期的な尿の培養検査はしない方が良い。179（ⅡB） 
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